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要 旨 千葉市内の環境水中における Escherichia albertii （以下、「E. albertii 」とする。）の存在

実態を把握するため、2024 年 4 月から 2025 年 3 月までの 1 年間に市内の 5 つの河川 16 地点で採水し

た 192 検体の河川水について、E. albertii の検出状況を調査した。その結果、5 つの河川 16 地点のう

ち 15 地点から E. albertii が検出されたことから、E. albertii は市内の河川に広く分布していること

が示唆された。また、増菌培地および選択培地を用いた 6 通りの分離培養方法について比較検討した

結果、CT 加 mEC 培地により増菌し ES サルモネラ寒天培地 II で選択培養する方法が最も E. albertii

の分離率が高いことが明らかとなった。 
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1. はじめに 

Escherichia albertii （（以下、（「E. albertii 」とする。）

は、グラム陰性通性嫌気性桿菌であり、2003 年に

Escherichia 属菌の新種として発表された下痢症起因

菌である 1)。近年、日本 2), 3)、中国 4)、アメリカ 5)、メ

キシコ 6)、ポーランド 7)、バングラデシュ 1)、ブラジル

8), 9)等世界各地において E. albertii による散発的な感

染事例が複数報告されている。日本においては、集団食

中毒事例が秋田県 10), 11)、広島県 12)、静岡県 13)、およ

び沖縄県 14)で報告されている。 

自然界における詳細な分布は明らかになっていない

が、河川などの環境水や犬などのペット、鶏や豚などの

家畜動物、ハトやカワウなどの鳥類、アライグマやイタ

チ等の野生動物など様々な動物から検出されている 15)。

食品では、鶏肉・鶏レバー16)、マトン・鴨肉 17)、チー

ズ 18)等からの検出報告がある。また、牡蠣からの検出

も報告されていることから、海水域での汚染の可能性

も示唆されている 19)。 

そこで、市内の環境水中における E. albertii の存在

実態を把握することを目的として、市内の河川水にお

ける E. albertii の検出状況を調査したので報告する。

併せて、環境水から E. albertii を検出するために有用

な分離方法を明らかにするため、2 種類の増菌培地およ

び 3 種類の選択培地を組み合わせた 6 通りの分離培養

方法について比較検討した。 

 

2. 材料および方法 

2. 1 河川水 

2024 年 4 月から 2025 年 3 月までの 1 年間に、市内

の 5 つの河川（（No.1～5）の 16 地点（（A～P）から毎月

1 検体ずつ採水した河川水 192 検体を試料とした（表

1、図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 採水地点および検体数 

 

図 1 採水地点 

河川No. 採水地点 検体数

　1　花見川 　2地点（ A, B ） 24

　2　都・葭川 　6地点（C ～ H） 72

　3　鹿島川 　6地点（ I ～ N ） 72

　4　村田川 　1地点（ O ） 12

　5　生実川 　1地点（ P ） 12

合計 16 地点 192
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2. 2 E. albertii の分離培養 

検体 70 mL を 0.45 μm メンブレンフィルター（アド

バンテック）でろ過し、2 種類の増菌培地で 42℃、20

±2 時間増菌培養した後、各増菌液を 3 種類の選択培

地に塗抹し、37℃で 20±2 時間培養した。2 種類の増

菌培地は、NB 加 mEC 培地（OXOID）および CT 加

mEC 培地（OXOID）を用いた。また、3 種類の選択培

地は、キシロース・リジン・デソキシコール酸を添加し

た XLD 寒天培地（OXOID）、キシロース・ラムノース・

メリビオースを添加したマッコンキー寒天培地である

XRM-MAC 寒天培地（（BD）、ES サルモネラ寒天培地 II

（栄研化学）を用いた。以上、6 通りの分離培養方法で

発育したコロニーを後述の PCR 法によって同定した。 

2. 3 E. albertii 特異的遺伝子の検出 

各選択培地に発育したコロニーのうち、XLD 培地（（以

下、「XLD」とする。）では中心部がやや黄色～クリーム

色を呈するピンク色のコロニー20)、XRM-MAC 培地（（以

下、「XRM-MAC」とする。）では糖非分解の無色のコロ

ニー21)、ES サルモネラ寒天培地 II（（以下、「ES サルモ

ネラ」とする。）ではピンク色のコロニー22)を E. albertii 

が疑われるコロニーとして各 1～5 個釣菌した。次いで、

各コロニーからアルカリ熱抽出法により DNA を抽出

した後、得られた DNA を鋳型として、E. albertii に

特異的なマルチプレックス PCR 法 5), 23)を実施した。

本法の標的遺伝子は、（「ATP 依存性プロテアーゼ」をコ

ードする clpX 遺伝子、「リジン特異的透過酵素」をコ

ードする lysP 遺伝子および（「リンゴ酸デヒドロゲナー

ゼ」をコードする mdh 遺伝子の 3 遺伝子である。PCR

産物のサイズは、clpX 遺伝子が 383 bp、lysP 遺伝子

が 251 bp、mdh 遺伝子が 114 bp であり、clpX 遺伝

子（（内因性コントロール）が検出され、かつ lysP とmdh 

遺伝子が検出されたコロニーを E. albertii 分離株と

した。なお、6 通りの分離培養方法のいずれかによって、

E. albertii 分離株が確認された河川水を陽性検体と

した。 

 

3．結果 

3. 1 河川水における E.albertii の検出状況 

 市内の 5 つの河川 16 地点のうち 15 地点から E. 

albertii が検出された。また、河川水 192 検体のうち

42 検体から E. albertii が検出された。 

採水地点別の E. albertii の検出率は 0～66.7 %であ

り、16 地点のうち最も検出率が高い採水地点は、河川

No.3 の M 地点（（66.7 %）であった。河川別の E. albertii 

の検出率は河川 No.4 が最も高く、58.3 %であった（（表

2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採水月別の E. albertii 陽性検体数は、5 月から 10 月

までは増加傾向を示し、10 月の 7 検体をピークに翌年

の 3 月まで減少傾向を示した（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 2  E.albertii の分離培養方法の検討 

河川水 192 検体を増菌培養した結果、全ての検体に

おいて菌の増殖が NB 加 mEC 培地と CT 加 mEC 培地

の両者に認められた。各増菌液を 3 種類の選択培地

（XLD、XRM-MAC、ES サルモネラ）にそれぞれ塗抹

し、37℃で 20±2 時間培養したところ、全ての選択培

地 1,152 枚（192 検体×6 通りの分離培養方法）のうち

165 枚に E. albertii を疑うコロニーが観察された。こ

れらのコロニーを対象にマルチプレックス PCR 法に

よる同定を行った結果、最終的に 78 枚（6.8％）の選択

培地から E. albertii 分離株が得られた。その内訳は、 

表 2 河川別および採水地点別の E. albertii 検出状況 

図 2 採水月別の E. albertii 検出状況 
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No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

陽
性
検
体
数

採水月

河川No.

河川

No.
採水地点 検体数 検出数

採水地点別

の検出率(%)

河川別の

検出率(%)

A 12 0 0

B 12 1 8.3

C 12 1 8.3

D 12 1 8.3

E 12 4 33.3

F 12 1 8.3

G 12 2 16.7

H 12 3 25.0

I 12 3 25.0

J 12 2 16.7

K 12 2 16.7

L 12 3 25.0

M 12 8 66.7

N 12 1 8.3

4 O 12 7 58.3 58.3

5 P 12 3 25.0 25.0

計 16 192 42 21.9

1 4.2

2 16.7

3 26.4
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NB加 mEC培地による増菌液を塗抹した XLD は 6枚、

XRM-MAC は 7 枚、ES サルモネラは 13 枚であった。

一方、CT 加 mEC 培地による増菌液を塗抹した XLD

では 7 枚、XRM-MAC では 15 枚、ES サルモネラでは

30 枚であった。増菌培養に使用した NB 加 mEC 培地

と CT 加 mEC 培地の分離率は、それぞれ 4.5 ％と

9.0 ％であり、若干ではあるが E. albertii に対する 

CT 加 mEC 培地の選択性は NB 加 mEC 培地に比べて

優れていた。分離培養に使用した 3 種類の選択培地の

うち、ES サルモネラの分離率が 11.2 ％と最も高く、

NB 加 mEC 培地による増菌後の分離率は 6.8％、CT 加

mEC 培地による増菌後では 15.6％であった（表３）。 

2 種類の増菌培地および 3 種類の選択培地を組み合

わせた 6 通りの分離培養方法のうち、単一の分離培養

方法のみによって E. albertii が陽性となった河川水は

20 検体であった。このうち、5 検体（25.0％）が NB 加

mEC 培地と ES サルモネラを用いた分離培養方法のみ

で陽性となり、13 検体（65.0％）が CT 加 mEC 培地

と ES サルモネラを用いた方法のみで陽性となった。

なお、20 検体のうち 2 検体（10.0％）は、2 種類の増

菌培地それぞれに XRM-MAC を組み合わせた方法の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みで陽性となった（表４）。 

E. albertii が陽性となった河川水 42 検体の採水地

点とその分離培養方法を表５に示した。各検体は、単一

または複数の分離培養方法によって E. albertii が陽性

となった。増菌培地に着目すると、河川 No.5 の P 地点

から採水した 3 検体は、NB 加 mEC 培地と各種選択培

地を用いた分離培養方法によって E. albertii が陽性と

なったが、CT 加 mEC 培地では全て陰性であった。一

方、河川 No.1 の B 地点、河川 No.2 の C 地点・D 地

点・E 地点・F 地点および河川 No.3 の J 地点・K 地

点・N 地点から採水した 13 検体は、NB 加 mEC 培地

では全て陰性であったが、CT 加 mEC 培地と各種選択

培地を用いた方法によって E. albertii が陽性となった。

選択培地に着目すると、河川水 42 検体のうち 30 検体

（71.4％）が CT 加 mEC 培地と ES サルモネラを用い

た分離培養方法で E. albertii が陽性となったが、残り

の 12 検体は陰性であった。しかし、これら 12 検体の

うち 10 検体（23.8％）は、NB 加 mEC 培地と ES サ

ルモネラを用いた方法によって E. albertii が陽性とな

った。 

 

表 3 培地別の E. albertii 分離状況 

表 4 単一の分離培養方法のみで E. albertii が陽性となった検体 

（ ）内の数値は、分離率（％）を示す 

XLD XRM-MAC ESサルモネラ

0 1   5   6

(0.0) (  5.0) (25.0) (  30.0)

0 1 13 14

(0.0) (  5.0) (65.0) (  70.0)

0 2 18 20

(0.0) (10.0) (90.0) (100.0)
合　計

増菌培地
選択培地

合　計

NB加mEC

CT加mEC

（ ）内の数値は、分離率（％）を示す 

XLD

(n=192)

XRM-MAC

(n=192)

ESサルモネラ

(n=192)

  6   7 13 26

(3.1) (  3.6) (  6.8) (4.5)

  7 15 30  52

(3.6) (  7.8) (15.6) (9.0)

13 22 43 78

(3.4) (5.7) (11.2) (6.8)

選択培地

合　計
(n=576)

増菌培地

合　計
(n=384)

NB加mEC

CT加mEC
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●は、E. albertii が分離されたことを示す 

XLD XRM-MAC ESサルモネラ XLD XRM-MAC ESサルモネラ

1 B ●

2 C ●

2 D ● ●

E ●

E ● ● ●

E ● ●

E ●

2 F ● ●

G ●

G ●

H ●

H ●

H ●

I ●

I ● ●

I ● ● ●

J ●

J ●

K ●

K ●

L ● ●

L ● ●

L ● ●

M ●

M ● ● ● ●

M ● ●

M ● ●

M ● ●

M ● ● ●

M ● ●

M ● ●

3 N ● ● ●

O ●

O ● ● ●

O ●

O ●

O ●

O ● ● ●

O ● ● ● ● ● ●

P ● ● ●

P ●

P ● ● ●

合計 42 6 7 13 7 15 30

採水
地点

NB加mEC培地による増菌培養河川
No.

CT加mEC培地による増菌培養

4

5

2

2

2

3

3

3

3

3

表 5 E. albertii 陽性検体の採水地点と分離培養方法 
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4．考察 

市内における E. albertii の存在実態を明らかにする

ため、2024 年 4 月～2025 年 3 月までの 1 年間に市内

5 つの河川 16 地点で採水された計 192 検体の河川水を

調査した。その結果、5 つの河川 15 地点から採水され

た 42 検体から E. albertii が検出され、市内の河川中

に E. albertii が広く分布していることが示唆された。

特に検出率が高かった河川 No.3 の M 地点と河川 No.4

の O 地点の周辺には田畑が広がり、畜産施設や樹林地

が多く、谷津田や森林が保全されている地域でもある

ため、野生動物や野鳥が生息している。E. albertii は、

豚などの家畜、アライグマやイタチなどの野生動物お

よび様々な種類の野鳥から分離された報告 16)があるこ

とから、市内でも河川水などの環境水と動物の間で循

環している可能性が考えられた。 

E. albertii は、水環境の温度によって生存率が変化

することが報告されており、低温（4℃）では生存は維

持されるが増殖は抑制され、高温（30℃）では低温時に

比べて早期に死滅する傾向が示されている 24)。本研究

においても、E. albertii は春季から秋季に採水した河

川水から検出され、10 月をピークに冬季の検出数は減

少する傾向を示した。以上のことから、冬季の低温環境

では E. albertii の検出数は低く、夏季ではなく秋季に

検出ピークが認められたものと思われた。また、Xu ら

は、E. albertii の主な宿主と考えられている野生のア

ライグマから採取した直腸スワブを調査した結果、E. 

albertii の検出率は冬季に高く、春季に低かったこと

を報告 25)しており、本研究における河川水からの検出

時期と異なっていた。しかしながら、野生のアライグマ

は、寒い時期になると巣穴を作り、ほとんど活動しなく

なることから、環境水から E. albertii が検出される時

期は、宿主である野生動物の活動パターンに依存する

ものと考えられた。 

E. albertii の分離培養方法を検討した結果、増菌培

地の分離率は NB 加 mEC 培地が 4.5 ％、CT 加 mEC

培地が 9.0 ％であったことから、若干ではあるが CT

加 mEC 培地の選択性が優位であると考えられた。しか

し、河川 No.5 から採水した 3 検体は、NB 加 mEC 培

地で E. albertii 陽性となったが、CT 加 mEC 培地は

全て陰性となった。逆に、河川 No.1、No.2 および No.3

から採水した 13 検体は、NB 加 mEC 培地は全て陰性

となったが、CT 加 mEC 培地で E. albertii 陽性とな

った。このことは、E. albertii に対する増菌培地の選

択性は、検体中に存在する E. albertii と共存菌の競合

や薬剤感受性の違いによる増殖抑制等の影響を受けて

いる可能性を示唆しており、採水地点の水質に適した

増菌培地の選択が必要であると考えられた。従って、今

後も 2 種類の増菌培地の併用が E. albertii の分離培養

に必須であると考えられた。 

選択培地については、3 種類のうち ES サルモネラの

分離率が最も高く、NB 加 mEC 培地を用いた場合の分

離率は 6.8 ％、CT 加 mEC 培地の場合は 15.6 ％であ

った。また、単一の分離培養方法のみによって E. 

albertii が陽性となった河川水は 20 検体であったが、

このうち 18 検体（90.0 ％）が ES サルモネラを用い

た方法であった。以上のことから、ES サルモネラは、

E. albertii の分離に特化した XRM-MAC よりも分離

率が高いことが明らかとなった。さらに、E. albertii 陽

性の河川水 42 検体のうち 40 検体（95.2 ％）が 2 種類

の増菌培地と ES サルモネラを用いる方法で陽性とな

ったことから、2 種類の増菌培地を併用し、それぞれの

増菌液を ES サルモネラに塗抹することで、検査効率

の大幅な向上が期待できることに加えて、食中毒調査

における患者便等の臨床検体や原因食品からの E. 

albertii 検出にも応用が可能であると考えられた。 

E. albertii は、腸管病原性大腸菌（EPEC）や腸管出

血性大腸菌（EHEC）と類似した多様な病原遺伝子（（イ

ンチミンをコードする eae 遺伝子、細胞膨化致死毒素

をコードする Eacdt 遺伝子、2 型志賀毒素をコードす

る stx2a または stx2f 遺伝子等）を保有することが報

告されている 26), 27) 。しかし、本研究では、これらの病

原性に関与する遺伝子の保有状況を調査していないた

め、E. albertii 分離株の病原性の有無等については今

後の検討課題である。特に、市内医療機関の下痢症患者

から E. albertii が分離されていることから、患者由来

株と河川水由来株の病原遺伝子の保有状況を比較する

必要があると考えられた。 
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